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羅 針 盤 達 成 度
改 善 状 況 の ま と め 学 校 関 係 者 評 価 次 年 度 の 課 題

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 ① ② 総合

Ⅰ 特色ある学校 １ 特色ある教育活動を行 ①各学科コースの専門教育に生徒の８５ 座学や、実験・実習等の授業改善に取り組み、 コロナ禍において地域活動の中止などで 産業社会の変化を見据え、１年次の学科選択に
づくりに努めて っていますか。 ％以上が満足している。 Ａ Ａ Ａ 生徒９４％の評価を得た。 参加することが難しいと思いますが、リ 係るガイダンス及び各学科の専門教育を継続的

いますか。 モートによる出前授業等を検討をお願い に充実させる。

②地域貢献活動に積極的に参加し、その 参加率が増し、評価についても８５％を得た。 したい。また、地元商店街とも連携し空 自ら興味をもち参加できるよう、各種活動の工
活動を評価する生徒が８０％以上である。

Ｃ Ｃ Ｃ
き店舗やネット販売等を活用してみては 夫・精選をさらに行う。

③自分の学校が好きだと感じている生徒 学習指導や各種行事の充実・工夫に取り組み、 どうでしょうか。 学習指導とともに、行事等ついて、生徒が達成
の割合は、８０％以上である。 A Ａ Ａ ９６％の評価を得たが、行事の満足度は８０％ 感をもてるような工夫・魅力化を図る。

を得た。

Ⅱ 生徒の意欲的 ２ 生徒の実態に応じた指 ④「授業がわかりやすい」と、生徒の７ 授業がわかりやすいと回答した生徒は８９％で 感染症が落ち着けば、貴校の先生方にも 授業評価アンケートにより生徒の実態に合わせ
な学習活動につ 導を行っていますか。 ５％以上が答えている。 Ａ Ａ Ａ あったが、昨年度より１０％増加した。 小中学校の授業を参観していただき「主 た授業改善にさらに取り組む。また、各学期毎

いて適切な指導 体的・対話的で深い学び」の共通理解が に成績不振者指導を充実させる。

をしていますか。 ⑤資格取得に向けた指導に、生徒の８５ 生徒の８７％が資格取得指導に満足している。 図れるとよい。 受験者が合格できるために指導を今後も継続し、
％以上が満足している。 Ｂ Ｂ Ｂ これは昨年度より７％増加した。 コロナ禍で不自由な教育活動が多い中、 合格率をより高める。

工夫した授業が行われていたことと思い
３ 生徒は確かな学力を身 ⑥意欲的に学習に取り組んでいると自己 授業に意欲的に取り組んでいると自己評価して ます。資格取得に向けた学習が充実して 新学習指導要領を踏まえ、対話的な学びやＩＣ
に付けていますか。 評価している生徒が、８０％以上である。 Ａ Ａ Ａ いる生徒は９１％で、昨年度より２％増加した。 いることと、生徒のニーズに合った学習 Ｔの活用などの工夫を行い、より広く深く興味

ただし、職員の評価は７９％と開きがある。 が進められている関係が良好であると判 をもたせる。

⑦自己の目標に応じた学力を身に付けた 目標をもって勉強し学力を身に付けていると回 断できます。 「朝学習の時間」の教材や指導方法を改善し、
と自己評価している生徒が、７０％以上 Ａ Ａ Ａ 答した生徒が、昨年度より２％増加し７８％に 生徒が目標に向けた学習習慣を身に付けること
である。 達した。しかし、朝学習や補習等に積極的に取 や、苦手科目等の解消に向けた指導がさらに必

り組んでいる生徒は８９％に増加した。 要である。

Ⅲ 生徒の充実し ４ 組織的・継続的な指導 ⑧学校は安全であり、安心して学校生活 相談しやすい雰囲気が醸成されつつあるが、学 怪我をした本校児童を介助していただい 個人面談や調査等をきめ細かに行い迅速に対応
た学校生活につ を行っていますか。 を送っていると感じている生徒が８５％ Ｂ Ｂ Ｂ 校は安全であると評価している生徒は昨年度よ た件では、富岡実業生の心の成長と実践 する体制をより整える。
いて適切な指導 以上である。 り３％増加し８７％と目標に近づいた。 力に感銘いたしました。

をしていますか。 ５ 生徒主体のいじめ防止 ⑨いじめをしない許さない態度を身に付 人の嫌がることをしないよう意識している生徒 コロナ禍での緊張のせいでかなり疲れて 卒業後の進路を見据え、出席することの大切さ
活動に積極的に取り組ん け、いじめ防止に向け積極的に取り組む Ｂ Ｂ Ｂ が昨年度同様９５％となった。いじめ防止活動 いるようです。心や体の健康については を伝えるとともに、長期欠者等には、家庭や関

でいますか。 生徒が８５％以上である。 に主体的に参加している生徒は１３％増加し８ 充実した学習に欠かせないことであり、 係機関と連携を密にして粘り強く対応していく。

４％であった。 規則正しい生活を心掛けることが望まれ

６ 生徒は健康で、規則正 ⑩欠席率が１．２％以下、遅刻率が０． 長期欠席等により、欠席率は１.３％、遅刻率は ます。家庭との連携が欠かせないところ 十分な睡眠を取っていない生徒が少なくないこ
しい学校生活を送ってい ５％以下である。 Ｃ Ｃ Ｃ ０.８％という結果になった。 だと思います。いじめに関する調査の１ とを踏まえ、健康な生活に関する啓発や指導を
ますか。 ３％増とても素晴らしいことです。日頃 より充実させる必要がある。

⑪ 毎日朝食を摂るなど、健康に留意し 毎日朝食を摂ると答えた生徒は昨年度より３％ から掲げている目標や生徒の主体的な活
た生活を送るよう意識している生徒が８ Ｂ Ｂ Ｂ 増加し８９％であった。一方、きちんと睡眠を 動が適切であったと思います。今後もい 生徒会が中心となり、生徒一人ひとりのいじめ

０％以上である。 とっている生徒は昨年度より８％増加したが、 じめは絶対に許さない方針で進んでいく 防止活動への意識を高め、学校全体で実践する。
８７％にとどまった。 ことが大切だと思います。

Ⅳ 生徒の主体的 ７ 計画的な指導を行って ⑫ 進路に関する行事が進路選択に役立 １年次から進路関係行事の充実を図り、生徒評 卒業後の進路指導が生徒に寄り添った取 全職員が効果的なキャリア教育の視点で指導で
な進路選択につ いますか。 っていると評価する生徒が８５％以上で Ｂ Ｂ Ｂ 価は８５％を得た。 り組みであることが数値から理解できま きるよう職員研修を充実させたい。
いて適切な指導 ある。 す。学校の指導方針と生徒の適切な進路

をしていますか。 ８ 生徒は自らの進路につ ⑬自己の生き方と将来の職業の関連につ 自己の生き方と将来の職業の関連について考え 選択が合致しているのだと感じます。で キャリア教育の視点から進路行事の充実を図る
いて真剣に考え、その実 いて考えているいる生徒か゛７５％以上 Ａ Ａ Ａ ている生徒が８６％である。 きれば実社会で求められる資質・生徒が とともに、適性検査等の結果の活用方法を改善

現に向けて取り組んでい である。 夢を抱いて入学してきていることから卒 し、進路指導の充実を図る。

ますか。 ⑭自分の適性について理解し、進路実現 低学年から進路に対する興味を喚起し、３年生 業後は立派な社会人、職業人になっても 低学年からスケジュール管理に取り組み、自分
に向けて積極的に取り組んでいる生徒が

Ｂ Ｂ Ｂ
における希望の実現に取り組んだ結果、積極的 らえることを願っています。 の適性を理解させ、卒業後の生活を意識した取

８０％以上である。 に取り組む生徒が昨年度より１％増加し８２％ 地域の産業人を育む拠点校として期待し り組みを一層進める。

になった。 ています。

Ⅴ 開かれた学校 ９ 家庭、地域社会に積極 ⑮PTA活動や学校行事等に１回以上参加 コロナ禍のため殆どのＰＴＡ活動や学校行事等 コロナ禍でのＰＴＡ活動の参加は難しい ＰＴＡ総会等内容の改善や、他の行事そのもの
づくりに努めて 的に情報発信をしていま している保護者が、７０％以上である。 Ｃ Ｃ Ｃ が中止となり、行事に１回以上参加していると と思います。その分Ｗｅｂページで学校 の一層の魅力化を図る。
いますか。 すか。 回答した保護者は５５％であった。 理解に努めていただいたこともよく分か

⑯授業公開、学校からのメールや、配付 子供の学校での生活をだいたい把握していると ります。富実独特の地域との交流がなか 今後も学校ＨＰ、連絡メール、マスメディア等
物、ホームページの閲覧等を通じて、保

Ａ Ａ Ａ
回答した保護者は８２％になり目標を達成した なかできなかった１年であったと思いま を積極的に活用し、継続的に情報発信を進める。

護者の７０％以上が学校の様子を理解で が、富実の記事やＨＰを見たことがあると回答 す。次年度に期待します。
きている。 した保護者は８６％にとどまった。

Ⅵ 教育のデジタ 10 ＩＣＴを活用した指導 ⑰ＩＣＴを活用した授業に、生徒の７０ ＩＣＴを活用した授業に満足していると回答し ＩＣＴの活用を進めていただきありがた さらに授業改善を重ね、よりわかりやすい授業

ル化に努めていま を行っていますか。 ％以上が満足している。 Ａ Ａ Ａ た生徒は８７％であった。 い。貴校におけるＩＣＴ活用授業の特色 を工夫する必要がある。

すか。 や成果を市内小中学校にも発信していた

11 ＩＣＴを活用した業務 ⑱ＩＣＴを活用した通知に、生徒・保護 ＩＣＴを活用した通知に満足していると回答し だきたい。 情報発信を伝える保護者宛メールやホームペー

改善を行っています 者の７０％以上が満足している。 Ａ Ａ Ａ た生徒は８１％、保護者が８７％であった。さ ジを有効に活用する。

か。 らにＩＣＴを有効活用できるよう研修会等を充

実させる必要がある。


